
	

整形外科 / 犬	

前十字靱帯断裂修復術	

	

対象	
犬	

手術時間	
60～120 分	

入院	
2～4泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

膝関節の安定を担う前十字靱帯（CCL）が切れた場合に行う手術です。ラテラルスーチャー法（関節
の外に人工の糸を通して靱帯の働きを代替する方法）は、比較的費用が抑えられ、中小型犬に広く用
いられます。手術後は、まわりの筋肉が関節を安定させるようになります。	

■ この手術が必要なとき	

・前十字靱帯の部分断裂または完全断裂	
・後ろ足の跛行・関節の腫れ・不安定さ	
・脛骨圧迫試験・引き出し試験で陽性	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、関節鏡または関節切開で術中評価を行います	
② 断裂した靱帯の残りや内側半月板の状態を評価します	
③ 関節の外側（ラテラルファベラ周囲）に人工の糸を通します	
④ 膝を正常な角度に保ちながら糸を締めて固定します	
⑤ 関節包・皮膚を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～4泊が目安です。抜糸は 2週後を目安に行います。	

■ 術後のケア	

・8～12週かけて段階的に運動量を増やします	
・術後 6～8週でX線評価を行います	
・水中歩行などのリハビリが効果的です	

■ 起こりうるリスク・合併症	

・インプラント（糸）の断裂・ゆるみ	
・感染	
・半月板の損傷（術中または術後）	
・関節炎の進行	
・大型犬では再手術率がやや高めです	



■ よくある質問	

Q. TPLOや TTAとの違いは？	
A. ラテラルスーチャー法は関節外で固定する方法で、比較的費用が低く中小型犬に適しています。
TPLO・TTAは骨を切る術式で、大型犬で良い成績が得られます。当院では体格・症例に応じて最適
な術式をご提案します。	
Q. 手術しないとどうなりますか？	
A. 関節の不安定さが続き、関節炎や半月板損傷が進行します。早期の手術が勧められます。	
Q. 反対の足も断裂しますか？	
A. 前十字靱帯断裂の犬の 40～60%が、反対側にも断裂を起こすといわれています。定期的な検診が
重要です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


